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同じように、奉仕者たちも、気品があり、二枚舌を使わず、酒に溺れず、恥ずべき利益

を貪らず、清い良心をもって信仰の秘義を保っている人でなければなりません。この人々

も、まず審査を受け、とがめられる点がなければ、それから奉仕の務めに就かせるべきで

す。同じように、奉仕者の妻たちも気品があり、人をそしらず、冷静で、あらゆる点で忠

実な人でなければなりません。奉仕者は、一人の妻の夫であり、子どもたちと自分の家を

よく治める人でなければなりません。というのも、奉仕の務めを立派に果たした人は、良

い地位を得、キリスト・イエスへの信仰によって大きな確信を得られるからです。（Ⅰテ

モテ 3:8 ～ 13）   

 

著者は次に、「奉仕者」になる人についての条件、資格を述べている。教会での奉仕は

色々あるが、ギリシア語では「デアコノス」と言い、日本語では「執事」と訳されている。

二世紀に入り、教会は監督、長老、執事などの役職を定め、組織的に福音宣教の活動をし

ていたのである。奉仕者の執事は、貧しい人々や病人の世話をする役割であったのではな

いか。彼らは苦しむ人々を助ける福祉活動をし、奉仕の業に当たったものと思われる。 

著者は、「奉仕者たちも、気品があり、二枚舌を使わず、酒に溺れず、恥ずべき利益を

貪ら」ない人であるべきだと言う。これらの徳目も特別なことではなく、当時の常識的な

徳目と言えよう。「奉仕者」になる条件、資格は「監督」と基本的に変わらない。教会内

で信頼され、この世の人々にも好意を持って受け入れられる人々である。ただ奉仕者たち

は、「清い良心をもって信仰の秘義を保っている人でなければなりません 。」 教会は、こ

の世の団体と同じような組織を作って活動するが、秘められた福音の真理に基づいて歩む

群れである。他の組織と違うところは、あくまで信仰に従って物事を受け止め、信仰に従

って事柄を進める奉仕者であることが求められた。教会は福音を信じ、福音に生きる群れ

であるから、信仰第一は当然のことである。そして、「この人々も、まず審査を受け、と

がめられる点がなければ、それから奉仕の務めに就かせるべきです」と言う。奉仕者にな

るためには、審査を受けるとあるが、この審査は試験のような審査ではなく、教会の人々

が奉仕者に相応しいと認め、同意することであろう。非難される点がないと認められれば、

奉仕者として、教会内で活動することができた。平常の振る舞いを見て、信徒たちから奉

仕者に推薦され、その任に当たったのである。 

奉仕者の妻たちも同じように、「気品があり、人をそしらず、冷静で、あらゆる点で忠

実でなければなりません」と言う。妻たちにも、根拠のない話で人を中傷せず、自制心が

あり、神とキリストに心が向いていることが求められた。また奉仕者は、「一人の妻の夫

であり、子どもたちと自分の家をよく治める人でなければなりません」と言う。初代教会

においては、側室や妾を持つことは論外で、子どもたちを信仰に基づいて教育し、家庭を

よく治めることが大切であった。家庭崩壊が多かった時代、家庭をしっかり守ることは、

キリストの愛を証しする大きな力であった。社会的弱者を助ける仕事を立派に果たし、ま

た、社会的にも人々から信頼されることによって、奉仕者は良い地位を得ることができる。

「良い地位」と言うと、地位や身分が一段高くなる出世や野心を想像するが、そうではな

く、信仰において前進することを意味し、それを、「イエス・キリストへの信仰によって

大きな確信を得られるからです」という言葉で表している。奉仕が信仰を育むのである。 


